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　現在 J １リーグは、2014 ブラジル W 杯最終予選とコ
ンフェデ杯の日程を考慮した中断期間に入っている。選
手たちは５月 25 日のリーグ戦のあと約１週間のオフを
取り、6 月始めに再び馬入練習場に戻ってきた。
　高山選手には、まず今回のオフの過ごし方を聞いた。

「高校のときの友達と４日間グアムに旅行しました。そ
のあとは実家に帰って、両親と一緒に買い物に行って、
初めてプレゼントをしたんです。父親は趣味でランニン
グをしているので、ランナー用のスポーツウォッチを。
母にはふわふわした感じの洋服を贈りました」。
　あえてサッカーを完全に切り離してオフを過ごし、リ
フレッシュしたという高山選手。「逆にこんなにサッカー
から離れて大丈夫なのかと心配になったくらいです」。

　「実は５月の連休のころ曺 貴裁監督に “ カツ ” を入れ
られたんです。『守備ばかりに追われて、まったく ” ら
しさ ” が出ていない。自分ができるプレーしかしていな
いんじゃないか。』って。攻撃参加できていないことは
自分でも感じていただけに、心の痛い部分に響きました。
そこでダメな自分自身と正面から向き合って一度リセッ
トをし、前向きな気持ちでプレーするようになったと思
います。ただ、監督に言われなくてもできなければいけ
ないことは、わかっているんですけれど。
　今までＪ２での経験しかなかったので、観ているだけ
ならＪ１でもやっていけそうに思っていたんです。でも
実際にピッチに立ってみたら違った。対戦相手はみんな
うまくて、自由にボールを回されてこっちは体力的にも
かなりキツイ。監督に言われたような、積極性のない守
備に追われるプレーしかできなくなっていました。まっ
たくサッカーを楽しむことができなかったんです」。

　サッカーを楽しめているかどうか、というのが自分の
調子のよさを知るバロメーターだという。
　「自分が楽しいと思えるときは、いいプレーができて
いるときです。きっと見ている人にとってもそうだと思
う。もっとも、楽しいと感じるためには練習でしっかり
走り込んで、体力に余裕をもって試合に臨めなければい
けないし、強い相手と対戦できることも楽しむ気持ちで
臨まなければいけないんです。Ｊ１でしか対戦できない
相手、Ｊ１でしか味わうことのできないスタジアムの雰
囲気。今季の前半は十分に楽しめずに過ぎてしまった試
合もあったけれど、７月からのリーグ再開後は、この経
験をしっかり身体に刻み込んでいく、そんなポジティブ
な気持ちでいます」。

　元気いっぱい、若さで走り回るイメージの高山選手
だが今年は入団３年目、７月には 25 歳になる。「今年
は自分の人生にとって本当に大事な一年だと思っていま
す。世界で活躍する選手を見ても、25 歳はもう若手で
はない。初めてのＪ１の舞台で頑張れば、もっと上を目
指してステップアップできるし、逆に降格してしまった
ら後退してしまう。大袈裟にいったら今年は自分のサッ

カー人生を懸けた一年になると
いうことをあらためて感じてい
ます」。
　ではこの一年、そしてこの先ど
のような目標をもってサッカー
に取り組んでいくのだろうか。
　「子どものころ、平塚競技場に
ベルマーレの試合を見に来たこ
とがあるんです。まだ中田英寿さんがいる時代。スタジ
アムは満員で、カメラのフラッシュがすごかったのを覚
えています。僕にとってベルマーレってそういうクラブ
で、その本来あるべき位置に戻さなければいけないと
思っています。そのためにはまずＪ１に定着すること。
いま僕たちのユニフォームの胸には星が 2 つ（獲得し
た 2 つのタイトル『第 74 回天皇杯優勝』『95-96 アジア
カップウイナーズカップ優勝』）が付いていますが、自
分たちでベルマーレの歴史に３つめの星を刻むのが目標
です。ジャンルの違う話だけれど、最近のＡＫＢの総選
挙でも、世間が予想していなかったダークホース的な子
が１位をとったりするのを見て、『頑張る』ことで前評
判を覆すような結果を引き寄せることができるんだって
大きな刺激を受けました」。

　「僕は大卒で湘南に入って湘南ベルマーレしか知らな
いけれど、このクラブのサポーターは本当に温かくて、
優しいだけでなくブーイングもしてくれて、いつも気持
ちのこもった応援をしてもらい感謝しています。チーム

メイトもみんなサッ
カーに対して真剣に取
り組んでいるいいメン
バーばかりだし ･･･ 湘
南というクラブも地域
も、本当に好きです。
だからこそ、このチー
ムで結果をだしたいと
思っています」。
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「 VICTORY ！」は、『湘南ベルマーレ』というＪリーグクラブのホームタウンに住むみなさんに、
サッカーを通じてより多くの人とふれあい、地域への思いを深め、スポーツの楽しさを体感していただきたい、

そんな願いを込めてＡＳＡがお届けする情報紙です。
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Profile　　高山　薫　（たかやま　かおる）

1988 年 7 月 8 日生まれ（24 歳）神奈川県川崎市出身
スピードに乗ったドリブルで左サイドを切り裂き、数多く
の決定機を演出する。運動量豊富なプレースタイルと明
るいキャラクターでサポーターからの人気も高い。今季は
チームの副キャプテンを務める。174cm/67kg　O 型
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●ホームゲーム試合日程 　　※会場は Shonan BMW スタジアム平塚
　 2013 Ｊリーグ ディビジョン１

※チケットはチケットぴあ、コンビニなどでお求めいただけます。
※詳細は湘南ベルマーレ公式サイトをご覧ください。

福島ユナイテッド FC のホームゲームを
　Shonan BMW スタジアム平塚で開催！

  節　　　開催日　　　　キックオフ　　　対戦相手　　　チケット

15　  7 月  10 日 ( 水 )　    19:00 　　　柏レイソル   　    　発売中

17　  7 月  17 日 ( 水 )　   19:00　    アルビレックス新潟     　発売中

19　  8 月  03 日 ( 土 )　    19:00 　   横浜 F･ マリノス     ７月 15 日発売

21　 8 月  17 日 ( 土 )　   19:00　    ジュビロ磐田    　    ７月 15 日発売

22　  8 月  24 日 ( 土 )　    19:00 　  ヴァンフォーレ甲府    ７月 15 日発売

　試合でも自分が楽しいと思ってプレーしているときは、きっといいサッカーができて
いると思う。きつくても十分な練習をしていれば、試合でも自分らしさを発揮した満足
のいくプレーができる。そうなれば楽しい。目指すところは、自分の楽しめるサッカー。

6 月 30 日 ( 日 ) 13:00  Kick off
　　　　　福島ユナイテッド FC  vs  佐川印刷 SC

高山 薫
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Bellmare VICTORY は 今号をもって終了させていただきます。長い間ご愛読いただき、ありがとうございました。　《 あさひタウンメイト編集室 》

ゴールを決めた梶川諒太選手（左）
に手荒い祝福をする高山選手。

エンブレムの上に星が２つ

　湘南ベルマーレとクラブ間の提携している JFL
の福島ユナイテッド FC のホームゲーム（日本
フットボールリーグ 第 18 節 福島ユナイテッド
FC vs 佐川印刷 SC 戦）が６月 30 日 ( 日 ) Shonan 
BMW スタジアム平塚で開催されます。
　震災を乗り越え「福島に元気を」という合言
葉のもとに昨年 JFL に昇格を果た福島ユナイテッ
ド。今回の平塚開催は福島県外に避難している
方々を招待し、また物産や観光のブースを展開
して福島の元気をＰＲします。

福島ユナイテッド FC は、湘南の OB 選手である
時崎悠氏が監督として指揮を執り、また期限付
き移籍で吉濱遼平選手と白井康介選手がプレー
しています。
　意義ある試合開催とゆかりの深い福島ユナイ
テッド FC にぜひ平塚で声援を！
★チケット料金★
S ゾーン　大人￥1,500（前売）　￥2,000（当日）
A ゾーン　大人￥1,000（前売）　￥1,500（当日）

Ｊ１リーグは 7 月より再開。湘南の夏をより熱く！

自分が楽しいサッカーをすること 。


